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愛知県東海市



様式３　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 173.6

交付期間 7,500.6 国費率 0.48

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

提案事業

当初

変更

単位 基準年度 目標年度 計測年度

あり

なし ●

あり ●

なし

あり ●

なし

－

令和4年度～令和8年度

モニタリング
指　標

％

－

82.9

道路（市道元浜線、市道太田川駅前通り線）

なし

％

54.1

公園（（仮称）1号公園、（仮称）3号公園）
東海太田川駅西土地区画整理事業に合わせて整備予定であった本
事業について、道路整備の計画が定まったため、関連事業から基幹
事業へ事業の位置付けを変更した。

歩行者空間の魅力度

本整備計画策定時から計画していた（関連事業で位置付けていた）事業であ
ることから、指標への影響はない。

東海太田川駅西土地区画整理事業に合わせて整備予定であった本
事業について、道路整備の計画が定まったため、関連事業から基幹
事業へ事業の位置付けを変更した。

新たに追加し
た事業

従前値

都市空間の魅力度

事業進捗の状況（順調か、遅れているか）

御洲浜公園は文化財有識者との整備方針の調整に時間を要するため、スケジュールに遅れが
見られる。
ポケットパーク整備事業及び横須賀駅西広場シェルター整備事業は、一体的に整備を行う（都）
横須賀駅西通線の地権者交渉が難航しており、整備スケジュールに遅延が生じている。

事業名

公園（御洲浜公園）、地域生活基盤施設（ポケットパーク整備事業）、高質空間形成施設（横須賀文化と山車のみち景観整備事
業、横須賀駅西広場シェルター整備事業）、土地区画整理事業（東海太田川駅西土地区画整理事業）、優良建築物等整備事業
（太田川駅東地区優良建築物整備）

事業活用調査（まちづくり評価分析事業）

本整備計画策定時から計画していた（関連事業で位置付けていた）事業であ
ることから、指標への影響はない。

－

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

誘導施設（教育文化施設）（都市拠点教育文化施設整備事業）

指標1

R2年度

R2年度

なし

指標３

交付期間
の変更

令和4年度～令和8年度 事後評価実施予定時期

愛知県 市町村名 東海市

交付対象事業費

地区名 文化交流地区

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

令和8年度 モニタリング実施時期 令和7年度

削除/追加の理由

R8年度

－

基幹事業の横須賀文化と山車のみち景観整備
事業、関連事業の（都）横須賀駅西通線などが事
業中であるものの、横須賀文化の香るまちづくり
広場整備事業や東海市創造の杜交流館は事業
が完了しており魅力度の向上に繋がったと考え
られる。
また、目標値の達成に至らないものの、今後、未
完了の事業が促進されることで、さらに魅力度が
向上し、目標の達成が期待できる。

事業名

なし

R8年度

R8年度

人/ha R2年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標

　　の達成状況 76.1

 １）事業の実施状況

82.9

－

当初計画に
位置づけ、

実施済み、実施
中、実施予定の

事業

－

なし

当初計画
から

削除した
事業

本整備計画内の都市機能誘導区域において、立地適正化計画に位
置付けた誘導施設である教育文化施設の整備計画が定まったた
め、関連事業から基幹事業へ事業の位置付けを変更した。

基幹事業

54.0

歩行者空間の魅力度の向上に寄与する道路事
業や公園事業、土地区画整理事業など、多くの
事業が完成前であることから、十分な効果発現
に至っていない。

－

指標２

今後の対応方針

東海太田川駅西土地区画整理事業や御洲浜
公園、（仮称）1号公園、（仮称）3号公園、都市
拠点教育文化施設整備事業など、人口増加
に寄与する各事業を促進する。

歩行者空間の魅力度の向上に寄与する市道
元浜線、市道太田川駅前通り線、東海太田川
駅西土地区画整理事業及び関連事業の（都）
西知多道路などの各事業を促進する。

R7年度

R7年度

本整備計画策定時から計画していた（関連事業で位置付けていた）事業であ
ることから、指標への影響はない。

地域生活基盤事業（横須賀文化の香るまちづくり広場整備事業）
東海市創造の杜交流館の整備と合わせて整備予定であった本事業
について、計画が定まったため、関連事業から基幹事業へ事業の位
置付けを変更した。

東海太田川駅西土地区画整理事業の使用収益
開始予定が令和９年度であることや、市の人口
が令和２年度（約11.5万人）から令和７年度（約
11.3万人）に減少していることから、事後評価時
点での目標値の達成が見込めない状況となって
いる。
ただし、計画期間内で未完了である東海太田川
駅西土地区画整理事業を始めとした道路・公園
等の事業が今後も促進されることで、地区内の
人口が増加に転じることが期待される。

目標値 目標
達成見込み

58.4

本整備計画策定時から計画していた（関連事業で位置付けていた）事業であ
ることから、指標への影響はない。

地区内の人口密度

総合所見

57.9

基幹事業の横須賀文化と山車のみち景観整
備事業、ポケットパーク整備事業、横須賀駅
西広場シェルター整備事業や、関連事業の
（都）横須賀駅西通線など、都市空間の魅力
度の向上に寄与する各事業を促進する。

R7年度61.962.1



単位 基準年度 目標年度 計測年度

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

順調 ●

要改善

総合所見

実施内容

従前値
今後の対応方針

　６）モニタリングの
　　所見

今後の事業の
改善点

・事業は概ね順調に進められている。

総合計画に関するアンケートによるモニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載し、実施できた

モニタリング時点では実施していない

モニタリング
指　標

持続的なまちづくり
体制の構築

住民参加
プロセス

モニタリング時点では実施していない

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

その他の
数値指標1

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

目標値

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

 ５）実施過程の評価

今後の対応方針等

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

【実施頻度】1回
【実施時期】令和7年10月
【実施結果】各指標について交付期間中の変化を確認することができた。

実施状況

目標
達成見込み

総合所見



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　効果発現要因の整理

（４）モニタリングの所見
　　添付様式５－①　まちの課題の変化

　　添付様式５－②　総合所見・今後の事業の改善点

（５）モニタリング原案の公表
　　添付様式６　　モニタリング原案の公表

（６）有識者からの意見聴取
　　添付様式７　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　モニタリングシート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

●

添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 未着手 事業中 完成

道路 － 197.8

東海太田川駅西土地区画整理事業
に合わせて整備予定であった本事業
について、道路整備の計画が定まっ
たため、関連事業から基幹事業へ事
業の位置付けを変更した。【第1回変
更】
事業費を精査したことにより増額し
た。
【第2回変更】
土地区画整理組合との調整により、
交付期間内事業期間を変更した。
【第3回変更】

● R7完成に向けて事業推進

道路 － 655.0

東海太田川駅西土地区画整理事業
に合わせて整備予定であった本事業
について、道路整備の計画が定まっ
たため、関連事業から基幹事業へ事
業の位置付けを変更した。【第2回変
更】
土地区画整理組合との調整により、
交付期間内事業期間を変更した。
【第3回変更】

● R9完成に向けて事業推進

公園 132.4 150.0

文化財有識者との整備方針の調整
に時間を要するため、交付期間内事
業期間を変更した。【第1回変更】
事業費を精査したことにより減額し
た。【第2回変更】
事業費を精査したことにより増額し
た。【第3回変更】

● R7完成に向けて事業推進

Ｄ．その他（交付対象事業費） 3,669.0百万円
5,901.8百万円【第1回変更】
7,461.1百万円【第2回変更】
7,500.6百万円【第3回変更】

道路事業及び誘導施設整備事業について、関連事業から基幹事業へ位置付けを
変更するため、交付対象事業費を増額した。【第1回変更】
道路事業や公園事業等を関連事業から基幹事業へ位置付けを変更すること及
び、高次都市施設（地域交流センター）をZEB Readyの省エネ性能の水準に適合す
る建築物として整備することとなったため、交付対象事業費を増額した。【第2回変
更】
事業費を精査したことによる変更。【第3回変更】

御洲浜公園

Ｃ．目標値

Ｄ．その他（交付限度額）

基幹事業

事業箇所名
事業

市道太田川駅前通り線

市道元浜線

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｂ．目標を定量化する指標

変更前 変更後 変更理由

1,723.4百万円
2,839.8百万円【第1回変更】
3,564.6百万円【第2回変更】
3,584.3百万円【第3回変更】

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響

道路事業及び誘導施設整備事業について、関連事業から基幹事業へ位置付けを
変更するため、交付限度額を増額した。【第1回変更】
道路事業や公園事業等を関連事業から基幹事業へ位置付けを変更すること及
び、高次都市施設（地域交流センター）をZEB Readyの省エネ性能の水準に適合す
る建築物として整備することとなったため、交付対象事業費を増額した。【第2回変
更】
事業費を精査したことによる変更。【第3回変更】

今後の事業見込み
事業内容

中間評価時の状況モニタリング時 当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

当初計画

L=320m

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第2回変更】
事業期間の変更のみで事業内容に変更が
ないため、指標への影響はない。【第3回変
更】

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第1回変更】
事業費の変更のため、指標への影響はな
い。【第2回変更】
事業期間の変更のみで事業内容に変更が
ないため、指標への影響はない。【第3回変
更】

事業内容

－

約0.4ha 約4,000㎡

L=200m

本整備計画の交付期間内に事業完了予定
のため、指標への影響はない。【第1回変
更】
事業費の変更のため、指標への影響はな
い。【第2回変更】
事業費の変更のため、指標への影響はな
い。【第3回変更】

－



事業費 事業費 未着手 事業中 完成

公園 － 111.0

東海太田川駅西土地区画整理事業
に合わせて整備予定であった本事業
について、道路整備の計画が定まっ
たため、関連事業から基幹事業へ事
業の位置付けを変更した。【第2回変
更】
土地区画整理組合及び隣接する日
本福祉大学との調整により、交付期
間内事業期間を変更した。【第3回変
更】

● R7完成に向けて事業推進

公園 － 138.0

東海太田川駅西土地区画整理事業
に合わせて整備予定であった本事業
について、道路整備の計画が定まっ
たため、関連事業から基幹事業へ事
業の位置付けを変更した。【第2回変
更】
土地区画整理組合との調整により、
交付期間内事業期間を変更した。
【第3回変更】

● R8に着手予定

地域生活基盤
施設

33.0 40.0

事業費を精査したことにより増額し
た。
本事業は関連事業である（都）横須
賀駅西通線の整備と合わせた整備
を予定しているが、（都）横須賀駅西
通線の整備が地権者交渉が難航し
ており、整備スケジュールに遅延が
生じているため、交付期間内事業期
間を変更した。
【第2回変更】

● R7完成に向けて事業推進

地域生活基盤
施設

－ 151.4

東海市創造の杜交流館の整備と合
わせて整備予定であった本事業につ
いて、計画が定まったため、関連事
業から基幹事業へ事業の位置付け
を変更した。【第2回変更】

● 計画通りに完成

高質空間形成
施設

45.0 80.0

東海市創造の杜交流館の整備と合
わせて整備予定であった本事業につ
いて、計画が定まったため、関連事
業から基幹事業へ事業の位置付け
を変更した。【第2回変更】

● R8完成に向けて事業推進

高質空間形成
施設

38.8 41.8

事業費を精査したことにより増額し
た。
本事業は関連事業である（都）横須
賀駅西通線の整備と合わせた整備
を予定しているが、（都）横須賀駅西
通線の整備が地権者交渉が難航し
ており、整備スケジュールに遅延が
生じているため、交付期間内事業期
間を変更した。
【第2回変更】

● R7完成に向けて事業推進

中間評価時の状況

今後の事業見込み
事業箇所名 事業内容 事業内容

（仮称）3号公園 － 約5,000㎡

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第2回変更】
事業期間の変更のみで事業内容に変更が
ないため、指標への影響はない。【第3回変
更】

基幹事業

事業
当初計画 モニタリング時 当初計画からの

変更の概要 ※1
（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響

横須賀駅西広場シェルター整備事業 約150㎡ 約150㎡

事業費及び事業期間の変更で事業内容に
変更がないため、指標への影響はない。
【第2回変更】

横須賀文化と山車のみち景観整備
事業

L=470m L=700m

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第2回変更】

横須賀文化の香るまちづくり広場整
備事業

－ 約1200㎡

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第2回変更】

ポケットパーク整備事業

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第2回変更】
事業期間の変更のみで事業内容に変更が
ないため、指標への影響はない。【第3回変
更】

（仮称）1号公園

約310㎡約310㎡

事業費及び事業期間の変更で事業内容に
変更がないため、指標への影響はない。
【第2回変更】

－ 約4,000㎡



事業費 事業費 未着手 事業中 完成

高次都市施設 2,641.0 3,475.5

事業箇所名について、施設名が決定
したことから、「横須賀文化の香るま
ちづくり拠点施設整備事業」を「東海
市創造の杜交流館」に変更した。
事業費について、ZEB Readyの省エ
ネ性能の水準に適合する建築物とし
て整備することとなったため、事業費
を増額した。【第2回変更】

● 計画通りに完成

誘導施設 － 12,090.0

本整備計画内の都市機能誘導区域
において、立地適正化計画に位置付
けた誘導施設である教育文化施設
の整備計画が定まったため、関連事
業から基幹事業へ事業の位置付け
を変更した。【第1回変更】
土地区画整理組合や隣接する道
路、公園整備との調整により、交付
期間内事業期間を変更した。【第3回
変更】

● R8完成に向けて事業推進

土地区画整理
事業

11,424.4 716.0

全体事業費及び交付期間内事業費
を区画整理の実施計画書の基本事
業費と整合を図るため、減額した。
【第2回変更】

● R11完成に向けて事業推進

優良建築物等
整備事業

5,042.0 894.3

本事業を都市構造再編集中支援事
業から社会資本整備総合交付金事
業へ変更するため、基幹事業から関
連事業へ事業の位置付けを変更し
た。
【第2回変更】

● R8完成に向けて事業推進

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業費 事業費 未着手 事業中 完成

地域創造
支援事業

事業活用調査 15.0 15.4
事業費を精査したことにより増額し
た。【第2回変更】

● R8完成に向けて事業推進

まちづくり
活動推進事業

今後の事業見込み
事業箇所名 事業内容 事業内容

事業
当初計画 モニタリング時 当初計画からの

変更の概要 ※1
（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響

中間評価時の状況

基幹事業

都市拠点教育文化施設整備事業 － 2.7ha

本整備計画策定時から計画していた（関連
事業で位置付けていた）事業であることか
ら、指標への影響はない。【第1回変更】
事業期間の変更のみで事業内容に変更が
ないため、指標への影響はない。【第3回変
更】

東海太田川駅西土地区画整理事業

東海市創造の杜交流館 約2,500㎡ 約2,650㎡

事業箇所名変更及び事業費変更で事業内
容に変更がないため、指標への影響はな
い。【第2回変更】

約34.4ha

事業費の変更で事業内容に変更がないた
め、指標への影響はない。【第2回変更】

約34.4ha

事業費の変更で事業内容に変更がないた
め、指標への影響はない。【第2回変更】

事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響
今後の事業見込み

当初計画 モニタリング時 当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

まちづくり評価分析事業

提案事業

太田川駅東地区優良建築物整備 約0.7ha 約0.7ha

細項目

中間評価時の状況

事業費の変更で事業内容に変更がないた
め、指標への影響はない。【第2回変更】

事業



当初計画
モニタリ
ング時

当初計画

43,630.0 43,630.0 H4～R6

H27

R4～R11

R4～R8

－ R4～R8 第1回変更で基幹事業へ移行

H30～R8

H23

H28～R9

2,330.0 2,330.0 R3～R9

300.0 － －
第1回変更、第2回変更で基幹
事業へ移行

H27～Ｒ7

R5～R8

R4～R8

Ｒ6～R8

945.0 945.0 H24～R6

R4～R8

R4～R8

R4～R8 第2回変更で基幹事業へ移行

R4～R8

－ 894.3 －

15.7 15.7 R5～R9

山車蔵広場整備事業 － － －

歴史資源活用事業 東海市横須賀町四ノ割地内 R4～R8 事業完了見込

－ －

市道太田川駅前通り線始め２路線 名鉄太田川駅西周辺地区

西知多道路大田インターチェンジ1号線始め3路線
(大田IC関連工区)

大田インター周辺（西知多道路） R3～R9 事業完了見込

いきいき元気推進事業 －

東海市ウォーキングマップ事業 － R4～R8 事業完了見込

山車まつり事業 － R4～R8 事業完了見込

エコプロムナード整備事業 二級河川大田川等 Ｒ6～R8 事業完了見込

（都）横須賀駅西通線 （都）横須賀駅西通線 H24～R6 事業完了

地域活性化事業 － R5～R8 事業完了見込

景観整備事業 － R4～R8 事業完了見込

100mm/h安心プラン 大田川流域地区 H27～Ｒ7 事業完了見込

H27～Ｒ7 －

H23 事業完了

（都）西知多道路整備事業 （都）西知多道路 H28～R9 事業完了見込

誘導施設整備関連事業（１） 東海太田川駅西土地区画整理事業地内 R4～R8 事業完了見込

エリアプラットホームによるイベント等 － H30～R8 事業完了見込

誘導施設整備関連事業（２） 東海太田川駅西土地区画整理事業地内

R4～R11名鉄太田川駅西周辺地区

事業費 事業期間
事業箇所名

名鉄太田川駅周辺地区

事業完了見込

太田川駅東地区 事業完了見込R4～R8

社会資本整備総合交付金事業効果分析事業

太田川駅東地区優良建築物整備

事業完了見込R5～R9－

備考

太田川駅西にぎわい創出事業

進捗状況及び所見

東海太田川駅周辺土地区画整理事業

事業
細項目

（参考）関連事業

事業完了

東海市芸術劇場自主文化事業 H27 事業完了

モニタリング時

H4～R6

東海市芸術劇場



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ） （エ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

実施
年度

あり なし

指標１ 地区内の人口密度
人
/ha

地区内の人口密度 54.1 R2年度 58.4 R8年度 54.0 R7年度 ●

指標２ 歩行者空間の魅力度 ％

買い物、通勤、通学などの日常
生活の移動がしやすいと思う大
田学区居住の人の割合（アン
ケート）

82.9 R2年度 82.9 R8年度 76.1 R7年度 ●

指標３ 都市空間の魅力度 ％

良好な景観が保全され、快適な
住環境が整っていると思う横須
賀学区居住の人の割合（アン
ケート）

57.9 R2年度 62.1 R8年度 61.9 R7年度 ●

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ） （ウ） （エ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

実施
年度

その他の
数値指標１

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

従前値 目標値 モニタリング
現段階での
目標達成
見込み 総合所見 今後の方針

東海太田川駅西土地区画整理事業の使
用収益開始予定が令和９年度であること
や、市の人口が令和２年度（約11.5万人）
から令和７年度（約11.3万人）に減少してい
ることから、事後評価時点での目標値の達
成が見込めない状況となっている。
ただし、計画期間内で未完了である東海太
田川駅西土地区画整理事業を始めとした
道路・公園等の事業が今後も促進されるこ
とで、地区内の人口が増加に転じることが
期待される。

東海太田川駅西土地区画整理事業や
御洲浜公園、（仮称）1号公園、（仮称）
3号公園、都市拠点教育文化施設整
備事業など、人口増加に寄与する各
事業を促進する。

歩行者空間の魅力度の向上に寄与す
る市道元浜線、市道太田川駅前通り
線、東海太田川駅西土地区画整理事
業及び関連事業の（都）西知多道路な
どの各事業を促進する。

基幹事業の横須賀文化と山車のみち景観
整備事業、関連事業の（都）横須賀駅西通
線などが事業中であるものの、横須賀文化
の香るまちづくり広場整備事業や東海市創
造の杜交流館は事業が完了しており魅力
度の向上に繋がったと考えられる。
また、目標値の達成に至らないものの、今
後、未完了の事業が促進されることで、さ
らに魅力度が向上し、目標の達成が期待
できる。

基幹事業の横須賀文化と山車のみち
景観整備事業、ポケットパーク整備事
業、横須賀駅西広場シェルター整備事
業や、関連事業の（都）横須賀駅西通
線など、都市空間の魅力度の向上に
寄与する各事業を促進する。

指　標

データの計測手法と
モニタリング値の求め方
（時期、場所、実施主体、

対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値
今後の方針

従前値

指　標

データの計測手法と
モニタリング値の求め方
（時期、場所、実施主体、

対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値

総合所見

歩行者空間の魅力度の向上に寄与する道
路事業や公園事業、土地区画整理事業な
ど、多くの事業が完成前であることから、十
分な効果発現に至っていない。

本指標を取り上げ
る理由

目標値 モニタリング



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施していない

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施していない

実施状況 実施頻度・実施時期・実施結果

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況

【実施頻度】1回
【実施時期】令和7年10月
【実施結果】各指標について交付期間中の変化を確認することができた。

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

総合計画に関するアンケートによるモニタリング

実施状況

令和7年度実施のアンケート調査結果により確認
する。

今後の方針等



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

－
○
△
－
○

提案事業 －

○
○

－

○
○

－

指　標　名

事業名・箇所名

検討メンバー

【優良建築物等整備事業】太田川駅東地区優良建築物整備
【まちづくり評価分析業務】まちづくり評価分析事業

担当部署

指標の種別 その他の数値指標１

実施時期

庁内会議（書面開催）

名称等

指標１ 指標３

都市空間の魅力度

指標２

地区内の人口密度

総合所見 総合所見総合所見総合所見

歩行者空間の魅力度

基幹事業の横須賀文化と山車のみち
景観整備事業、ポケットパーク整備事
業、横須賀駅西広場シェルター整備
事業や、関連事業の（都）横須賀駅西
通線など、都市空間の魅力度の向上
に寄与する各事業を促進する。

今後の方針等

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献している。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献している。
　△ ：完成直後又は事業開始直後のため、効果の発揮に至っていな
い。
  × ：事業が完成したが、期待通りの効果を発揮していない。
　－ ：評価できない。
　　　　　-1：未着手又は事業中のため評価できない、
　　　　　-2：事業と指標とに関係がないので評価できない

【高質空間形成施設】横須賀駅西広場シェルター整備事業
【高次都市施設】（地域交流センター）東海市創造の杜交流館
【誘導施設】（教育文化施設）都市拠点教育文化施設整備事業
【土地区画整理事業】東海太田川駅西土地区画整理事業

基幹事業

【道路】市道元浜線

関連事業

東海太田川駅周辺土地区画整理事業（名鉄太田川駅周辺地区）
東海市芸術劇場自主文化事業（東海市芸術劇場）
太田川駅西にぎわい創出事業（名鉄太田川駅西周辺地区）
誘導施設整備関連事業（１）（東海太田川駅西土地区画整理事業地内）
エリアプラットホームによるイベント等
いきいき元気推進事業
（都）西知多道路整備事業（（都）西知多道路）
西知多道路大田インターチェンジ1号線始め3路線(大田IC関連工区)（大田インター周辺（西知多道路））

100mm/h安心プラン（大田川流域地区）

太田川駅東地区優良建築物整備（太田川駅東地区）
社会資本整備総合交付金事業効果分析事業

基幹事業の横須賀文化と山
車のみち景観整備事業、関連
事業の（都）横須賀駅西通線
などが事業中であるものの、
横須賀文化の香るまちづくり
広場整備事業や東海市創造
の杜交流館は事業が完了し
ており魅力度の向上に繋がっ
たと考えられる。
また、目標値の達成に至らな
いものの、今後、未完了の事
業が促進されることで、さらに
魅力度が向上し、目標の達成
が期待できる。

【公園】（仮称）1号公園
【公園】（仮称）3号公園
【地域生活基盤施設】ポケットパーク整備事業
【地域生活基盤施設】横須賀文化の香るまちづくり広場整備事業

【道路】市道太田川駅前通り線
【公園】御洲浜公園

東海市ウォーキングマップ事業
山車まつり事業

【高質空間形成施設】横須賀文化と山車のみち景観整備事業

歴史資源活用事業（東海市横須賀町四ノ割地内）

地域活性化事業
景観整備事業
エコプロムナード整備事業（二級河川大田川等）
（都）横須賀駅西通線（（都）横須賀駅西通線）



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

△ △
△ △
△
△

△
△ △
△

提案事業
－ △

△
△

△

△

指標２ 指標３ その他の数値指標１

指　標　名 地区内の人口密度 歩行者空間の魅力度 都市空間の魅力度

総合所見 総合所見 総合所見

基幹事業

【道路】市道元浜線 東海太田川駅西土地区画整
理事業の使用収益開始予定
が令和９年度であることや、
市の人口が令和２年度（約
11.5万人）から令和７年度（約
11.3万人）に減少していること
から、事後評価時点での目標
値の達成が見込めない状況
となっている。
ただし、計画期間内で未完了
である東海太田川駅西土地
区画整理事業を始めとした道
路・公園等の事業が今後も促
進されることで、地区内の人
口が増加に転じることが期待
される。

歩行者空間の魅力度の向上
に寄与する道路事業や公園
事業、土地区画整理事業な
ど、多くの事業が完成前であ
ることから、十分な効果発現
に至っていない。

【道路】市道太田川駅前通り線
【公園】御洲浜公園
【公園】（仮称）1号公園
【公園】（仮称）3号公園

【優良建築物等整備事業】太田川駅東地区優良建築物整備
【まちづくり評価分析業務】まちづくり評価分析事業

【地域生活基盤施設】ポケットパーク整備事業
【地域生活基盤施設】横須賀文化の香るまちづくり広場整備事業
【高質空間形成施設】横須賀文化と山車のみち景観整備事業

歴史資源活用事業（東海市横須賀町四ノ割地内）
太田川駅東地区優良建築物整備（太田川駅東地区）
社会資本整備総合交付金事業効果分析事業

（都）横須賀駅西通線（（都）横須賀駅西通線）
東海市ウォーキングマップ事業
山車まつり事業

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献している。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献している。
　△ ：完成直後又は事業開始直後のため、効果の発揮に至っていな
い。
  × ：事業が完成したが、期待通りの効果を発揮していない。
　－ ：評価できない。
　　　　　-1：未着手又は事業中のため評価できない、
　　　　　-2：事業と指標とに関係がないので評価できない

今後の方針等

東海太田川駅西土地区画整理事業
や御洲浜公園、（仮称）1号公園、（仮
称）3号公園、都市拠点教育文化施設
整備事業など、人口増加に寄与する
各事業を促進する。

歩行者空間の魅力度の向上に寄与す
る市道元浜線、市道太田川駅前通り
線、東海太田川駅西土地区画整理事
業及び関連事業の（都）西知多道路な
どの各事業を促進する。

景観整備事業
エコプロムナード整備事業（二級河川大田川等）

東海市芸術劇場自主文化事業（東海市芸術劇場）
太田川駅西にぎわい創出事業（名鉄太田川駅西周辺地区）
誘導施設整備関連事業（１）（東海太田川駅西土地区画整理事業地内）
エリアプラットホームによるイベント等

地域活性化事業

いきいき元気推進事業
（都）西知多道路整備事業（（都）西知多道路）
西知多道路大田インターチェンジ1号線始め3路線(大田IC関連工区)（大田インター周辺（西知多道路））

【高質空間形成施設】横須賀駅西広場シェルター整備事業

事業名・箇所名 総合所見

指標の種別 指標１

100mm/h安心プラン（大田川流域地区）

【土地区画整理事業】東海太田川駅西土地区画整理事業

【高次都市施設】（地域交流センター）東海市創造の杜交流館
【誘導施設】（教育文化施設）都市拠点教育文化施設整備事業

関連事業

東海太田川駅周辺土地区画整理事業（名鉄太田川駅周辺地区）



（４） モニタリングの所見

添付様式５－①　まちの課題の変化

交付期間中に発生した
新たな課題

添付様式５－②　総合所見・今後の事業の改善点

順調 ●

計画・事業の進め方の
改善が必要

・事業は概ね順調に進められている。

総合所見
具体的項目

交付期間中に解決すべき
残された課題

・公園事業や道路事業、都市拠点教育文化施設整備事業を計画どおりに
実施し、利便性の向上とにぎわいの創出のため、都市機能の充実を図る
必要がある。

・市道元浜線、市道太田川駅前通り線、東海太田川駅西土地区画整理事
業などの事業を計画どおりに実施することで歩行者の利便性とまちの回
遊性の向上を図る必要がある。
・ポケットパーク整備事業や横須賀駅西広場シェルター整備事業を計画
度どおりに実施することでネットワークの形成を図ると共に、イベントの開
催やウォーキングマップの作成などにより、魅力的な歩行空間の充実を
図ることが望まれる。

モニタリングの時点で達成されたこと
（課題の改善状況）

都市再生整備計画
の見直しの必要性

事業前の課題
都市再生整備計画に記載したまちの課題

駅を中心とした多様な都市機能の充実による利便性の向上とにぎわ
いの創出のため、駅を中心とした都市基盤整備による多様な都市機
能の充実が必要である。

事業の進め方の工夫

今後の事業の改善点

・横須賀文化の香るまちづくり広場整備事業や東海市創造の杜交流館、関連事業
の東海太田川駅周辺土地区画整理事業が完了し、多様な都市機能の充実に寄
与している。
・その他、御洲浜公園を始めとした事業は円滑に進められている。

・関連事業の東海太田川駅周辺土地区画整理事業が完了したことや市道元浜
線、市道太田川駅前通り線、東海太田川駅西土地区画整理事業などの事業が円
滑に進められていることから、歩行者の利便性とまちの回遊性の向上への寄与が
期待される。
・魅力的な歩行空間の充実に寄与するポケットパーク整備事業や横須賀駅西広
場シェルター整備事業等は円滑に進められている。

都市再生整備計画事業にかかる庁内連絡体制の強化
・都市再生整備計画の推進にあたり、各事業の進捗が確認できる
体制を構築する。

地域の歴史的資源を活用した都市空間の魅力向上のため、尾張横須
賀駅を中心とした拠点形成と地域固有の歴史的資源の活用による魅
力ある都市空間の形成が必要である。

・横須賀文化の香るまちづくり広場整備事業や東海市創造の杜交流館は事業が
完了し尾張横須賀駅を中心とした拠点形成と地域固有の歴史的資源の活用によ
る魅力ある都市空間の形成に寄与している。
・その他、尾張横須賀駅を中心とした拠点形成と地域固有の歴史的資源の活用に
よる魅力ある都市空間の形成に向け、横須賀文化と山車のみち景観整備事業等
は円滑に進められている。

・横須賀文化と山車のみち景観整備事業を計画どおりに実施し、尾張横
須賀駅を中心とした拠点形成と地域固有の歴史的資源の活用による魅
力ある都市空間の形成を図る必要がある。
・事業が完了した横須賀文化の香るまちづくり広場整備事業や東海市創
造の杜交流館については、今後の利用促進を図ることが望まれる。

自動車に過度に頼ることなく安全で快適に移動できる環境の創出のた
め、駅や身近なみどり等の資源をつなぐネットワーク形成による魅力
的な歩行空間の充実が必要である。

無し

内容



（５） 有識者からの意見聴取

添付様式６　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

有識者の意見

意見聴取した有識者名・所属等


